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『福島の子ども保養』
を出版して

2014年５月28日
福島県生協連

西村 一郎
info@nishimuraichirou.com

はじめに１
１．私のこだわり

①土佐の高知産まれ ： いごっそう

②ルポルタージュで ： 足で書く

③生協研究家 ： 協同組合や生協は科学になっているか

震災で生協や職員に何が問われているか

④日本科学者会議 ： 食糧問題研究委員会委員長

内部被ばく

⑤運動への貢献

客観的な記録 記憶

課題のヒント

⑥なぜ不条理な人災が発生するのか

戦争：原爆

震災：原発事故
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はじめに２

２．震災後の復興本：協同による実践

①「悲しみを乗りこえて共に歩もうー協同の力で宮城の復興をー」
（合同出版 2012年3月）

②「被災地につなげる笑顔―協同の力で岩手の復興をー」
（日本生協連出版部 ２０１２年10月）

③「3･11忘れない、伝える、続ける、つなげるー協同の力で避難者
の支援をー」 （日本生協連出版部 ２０１３年3月）

④「福島の子ども保養―協同の力で被災した親子に笑顔をー」
（合同出版 ２０１４年3月）

⑤「宮城 食の復興ーつくる 食べる ずっとつながるー」
（生活文化社 2014年7月）

＊今後 ７０歳までに１０冊を

今回の出版の意図
１、「福島の子ども保養」の実態を記録

２、支えている人たちの願いを掘り起こす

３、「福島の子ども保養」のさらなる発展の課題に
つなげる

４、生協のさらなる役割発揮へ
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原発事故を考える
１、原発事故の実態は？ 放射性汚染物質の続く放出

２、原発事故はなぜ発生したか？ 津波だけが原因か？

３、原発事故の責任者は？ 東電、日本政府、ＧＥ、東芝、日立

４、原発事故の対策は万全か？

アンダー・コントロールできてない

５、子ども被災者支援法 形骸化
「東京電力原子力事故により被災した子どもをはじめとする住民等の生活を守

り支えるための被災者の生活支援等に関する施策の推進に関する法律」

「過ちて改めざる、これを過ちと謂う」（論語）

４つの福島第一原発事故調査報告書
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国連子どもの権利委員会から

日本政府への勧告１９９８年、２００４年、２０１０年

「高度に競争的な学校環境が、就学年齢
にある児童の間で、いじめ、精神障害、不登
校、中途退学、自殺を助長している可能性が
あることを懸念する」

日本政府は無視！

続く社会病理

日本の子どもは今
１、自殺者：警察庁２０１２年

小学生 中学生 高校生 大学生 専修学校生等 生徒・学生等計

計 ８ 78 250 485 150 971
男 5 56 158 386 113 718
女 3 22 92 99 37 253 

＊実行者は、自殺者×３~１０倍

２、経済的困窮者：文部科学省2012年
就学援助（調査）：小中学生の15.64％

３、不登校といじめ
①不登校者：文部科学省 ２０１１年度

小学２万２６２２人（全体の0.33％） 中学９万４８３６人（同2.64％） 高校５万６２９２人（同1.68％）

合計１７万３７５０人

②いじめ：文部科学省 ２０１２年度

小学１１万７３８３件、中学６万３６３４件、 高校１万６２７４件、特別支援学校８１７件

計１９万８１０８件
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協同とは

「一人は万人のために、

万人は一人のために」？

古代ゲルマン民族の諺

顔のわかる仲間との互助

主語は私

「私は仲間のために、仲間は私のために」

福島の被災者を社会の光に
１、『この子らを世の光に』

糸賀一雄：知的障害者福祉の実践家

障害者が、可哀想だから光を当てて支援するのでなく、
社会の光（希望や目標）にすることが大切

上下関係の支援  対等な連帯や協同へ

２、福島の子ども保養を、全国各地の子育てのヒントに
①地域で育む
②協同で育む


